
古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。
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近
藤
重
蔵
の
業
績
と
そ
の
顕
彰

　
国く

な
し
り後
・
択え

と
ろ
ふ捉
や
蝦
夷
地
の
探
検
者
と

し
て
知
ら
れ
る
近
藤
重
蔵
（
1
7
7
1

～
1
8
2
9
）
は
、
江
戸
幕
府
に

仕
え
る
役
人
で
し
た
が
、
文
政
９
年

（
1
8
2
6
）、
56
歳
の
時
に
、
息
子
が

殺
傷
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
で
、
そ
の

監
督
責
任
を
問
わ
れ
、
大
溝
藩
に
お
預

け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
政
12

年
（
1
8
2
9
）
６
月
９
日
に
逝
去
す

る
ま
で
の
約
２
年
間
を
、
大
溝
城
下
の

幽
閉
先
の
屋
敷
（
大
溝
陣
屋
総
門
の
南

隣
）
で
過
ご
し
ま
し
た
。

文
人
と
し
て
の
活
躍

　

江
戸
で
生
ま
れ
た
重
蔵
は
、
幼
い

頃
か
ら
学
問
に
励
み
、
17
歳
の
時
に

「
白は

く
さ
ん
ぎ
が
く

山
義
学
」
と
名
付
け
た
塾
を
設
立

し
て
、
近
隣
の
子
弟
を
教
え
始
め
ま

し
た
。
24
歳
の
時
に
は
、
幕
府
に
長

崎
奉
行
手
付
出
役
と
し
て
登
用
さ
れ
、

海
外
事
情
に
精
通
す
る
よ
う
に
な
り
、

『
安あ

ん
な
ん
き
り
ゃ
く

南
紀
略
』
等
の
書
物
を
著
し
ま
し

た
。
重
蔵
は
、
こ
の
後
も
多
く
の
書
物

を
著
し
、
後
に
大
溝
城
下
で
幽
閉
生
活

を
送
っ
た
間
に
も
『
江ご

う
し
ゅ
う
ほ
ん
ぞ
う

州
本
草
』
と
い

う
本
草
学
の
本
を
書
い
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
寛
政
10
年
（
1
7
9
8
）
か
ら
文
化

4
年
（
1
8
0
7
）
の
間
の
５
度
に
わ

た
る
蝦
夷
地
探
検
時
に
は
、
現
地
の
詳

細
な
調
査
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。
現

在
そ
の
記
録
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

が
所
蔵
し
て
お
り
、『
大
日
本
近
世
史

料
』
の
う
ち
の
「
近
藤
重
蔵
蝦
夷
地
関

係
史
料
」と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
績
の
継
承
と
顕
彰

　

お
預
け
の
身
と
し
て
生
涯
を
終
え

る
こ
と
に
な
っ
た
重
蔵
で
す
が
、
明

治
時
代
に
な
る
と
、
北
方
探
検
等
の

業
績
が
改
め
て
見
直
さ
れ
、
明
治
44

年
（
1
9
1
1
）
に
は
、
政
府
か
ら
重

蔵
に
正
五
位
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
大
溝
町
で
は
重
蔵
の
遺
品

の
管
理
と
業
績
の
顕
彰
を
目
的
と
す
る

「
近
藤
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

こ
の
会
の
役
割
は
重
蔵
の
１
５
０
回
忌

に
あ
た
る
昭
和
56
年
（
1
9
8
1
）
に

新
発
足
し
た
「
近
藤
重
蔵
翁
顕
彰
会
」

に
、
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
重
蔵
の
墓
所
は
、
勝
野
の
瑞
雪
禅
院

の
裏
山
に
あ
り
、
正
五
位
が
贈
ら
れ

た
明
治
44
年
に
、
大
規
模
な
改
修
整

備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
大
正
元
年

（
1
9
1
2
）
に
は
、
墓
所
の
近
く
の

大
溝
尋
常
小
学
校
で
贈
位
報
告
祭
が
行

わ
れ
、
滋
賀
県
知
事
、
滋
賀
県
教
育
会

長
、
大
溝
町
長
ら
が
参
列
し
ま
し
た
。

当
時
の
新
聞
に
よ
る
と
、
報
告
祭
に
併

せ
て
重
蔵
の
遺
品
や
遺
墨
の
展
示
会
が

開
催
さ
れ
た
他
、
県
教
育
会
主
催
の
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
、
小
川
琢
治
京
都

大
学
教
授
が
重
蔵
の
業
績
に
つ
い
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

資
料
館
で
の
展
示

　
顕
彰
会
が
保
管
し
て
き
た
重
蔵
の
遺

墨
や
遺
品
は
、
現
在
、
高
島
市
に
寄
贈

さ
れ
、
高
島
歴
史
民
俗
資
料
館
の
収
蔵

庫
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
館
で

は
、
重
蔵
が
亡
く
な
っ
た
６
月
に
、
遺

品
の
一
部
や
重
蔵
の
業
績
を
紹
介
す
る

展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
本
年

度
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
26
ペ
ー
ジ
の

文
化
情
報
と
も
し
び
参
照
）

　広報たかしま６月号はお
楽しみいただけましたか？
　私は、この６月号から広

報誌制作に携わることになりまし
た。皆さんに情報をお届けする大切
なツールである「広報たかしま」。
　まだまだ慣れないことだらけで、締
め切りに追われる日々でしたが、何とか
完成することができました！！少しでも
多くの方に広報誌を読んでいただける
と制作側も嬉しいので、これからも毎
月、欠かさずチェックしてください。（K）
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